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 2021年も残り僅かとなりました。昨年から続くコロナ

禍も終息に向かっている状況なのか、変異株による第6波

が到来するのか、未だ先の見えない状況が続いています

が、九州支部では安全対策を講じながら対面での活動を

少しずつ再開している所です。 

 12月14日は、本部理事会が対面で開催されました。支

部長就任以来、初めて東京神宮前の建築家会館に出向

き、リモートでは何度もお会いしていた理事の方々と

「はじまして」と言いながらの初対面はなんとも不思議

な感覚でもありましたが、淡々と議題が流れていくリ

モートでの理事会とは違い、各支部から活発な意見が出

された今回の理事会の様子からも、対面の重要性を感じ

ると共に、九州支部を代表して参加している重責を改め

て感じた次第です。 

 既に会員の皆さんのお手元にも届いているかと思いま

すが、「設計BIMワークフローガイドライン建築設計三会

（第1版）」が発行されました。実務者向けの非常に分か

りやすいガイドラインになっていますので、今後の業務

対応に向けた参考にしていただければ幸いです。全国的

にも少数の設計事務所が多いJIAでは、BIM導入の設備投

資が普及の妨げになっている事も大きな議論になってい

ます。一方で、国交省はBIM推進に大きく舵を切ってお

り、やがてこの波は市町村の公共施設発注においても設

計条件として課せられる時代が目の前に来ている事も見

逃せない事実です。福岡県では建築設計関連団体が歩調

を合わせてBIM化の対応に取り組むべく福岡建築倶楽部

（建築設計関連８団体）にてBIM推進協議会が立ち上が

り、合同勉強会などの議論が始まっています。九州支部

においても会員の皆さんと情報共有しながら、この課題

に取り組んで参ります。 

 昨年の10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出

を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指

す事を宣言しました。また、改正省エネ法では小規模建

築（300㎡未満）においても説明義務を課せるなど対象が

拡大され、私たち建築家の取り巻く環境は大きく変わろ

うとしています。JIA本部ではカーボンニュートラル連続

セミナーを開催していますが、直近のセミナー登録数が

800名を超える人数であった事からも関心の高さが伺えま

す。先日第2期3回目のセミナーが終了したばかりです

が、今後もこのセミナーは続いていきます。次回開催の

案内もメールにて配信致しますので、多くの会員のご参

加をお待ちしております。 

 2015年の「建築士法の一部を改正する法律」では、設

計等の業務により生じた損害を賠償する保険契約の締結

が努力義務となりました。建築家として社会的責任を果

たすため、設計業務によるトラブルの事例や対応、ケン

バイ（JIA建築家賠償責任保険）の補償内容を今一度確認

する勉強会(WEB)開催の準備を進めています。自らの身を

守るという観点からも知っておくべき内容ですので、勉

強会への参加をお待ちしております。日程が決まり次

第、会員の皆さんにご案内申し上げます。 

 ここからは支部活動の話題に移りますが、11月12日

（金）に長崎地域会が主催となり支部長漫遊記を開催し

ました。今回は長崎在住の若手建築家3名と長崎にゆかり

のある新進気鋭の構造家3名という異色のメンバーでのデ

スカッションは深夜まで続き、今後の長崎の展開が非常

に楽しみな機会となりました。詳しい内容はこの後のレ

ポートをご覧ください。 

 11月20日（土）には、北福岡地域会主催の日韓学生

ワークショップが開催されました。今年で23年目となる

この事業は、北福岡地域会が長年に渡り取り組んで来ら

れた国際交流活動です。今年度は九州の大学から6校、韓

国の大学から5校の計11校（14チーム）が参加し、建築家

の魚谷繁礼氏（2020年度JIA新人賞）をお招きして「保存

でも開発でもない継承のあり方」をテーマとした発表

は、どれも見応えのある作品ばかりで、白熱した議論が

交わされました。特に今年の課題は、日本の学生には釜

山のソマク村、韓国の学生には小倉の旦過市場を敷地の

条件とした事で、学生が互いの国の文化や風土を学んだ

上で建築を創造するプロセスは大きな成果であったと思

います。コロナ禍での開催は、安全対策など準備も大変

であったと思います。開催にあたりご尽力いただきまし

た皆様に、この場を借りて深く感謝申し上げます。 

 

最後になりますが、今年も大変お世話になりました。 

皆様、良いお年をお迎えください。 

2020年が皆様にとって希望溢れる年になりますように。 

 

 

:/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ ůĞĂĚĞƌ�ŵĞƐƐĂŐĞ 

 

松山 将勝（九州支部長） 
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 コロナ禍もようやく沈静化してきましたが、さらに手

強い変異株が出現してぶり返すかもしれず予断を許しま

せん。感染の心配がなくなり全国大会が開催される時期

に会場でメダル授与された方が有難みを感じるのかもし

れませんが、体調も含めて先行き不透明な事から今年有

志会員の皆様のご尽力で名誉会員の仲間入りをさせて戴

きました。厚く御礼申し上げます。 

 磯崎新アトリエに14年間と長くお世話になった為独立

が遅く1985年に事務所を設立し、ＪＩＡが1987年新日本

建築家協会と改組した年に入会し現在に至っておりま

す。今になって思うと事務所運営を含め随分無鉄砲な生

き様をしてきたなと思うばかりです。生まれも育ちも学

校も勤め先も関東、女房も関東出身で親族他縁もゆかり

もない福岡での独立でしたが、ＪＩＡの良き仲間に支え

られ今日までやってこられたのだと感謝しております。

私の今までの人生の半分近くはＪＩＡ会員としての歴史

と共にあったわけです。その間に2度の全国大会に携わり

それなりに努力したつもりですが、ただ組織の在り方に

ついてはいつも疑問符を付けておりました。 

 建築家制度、建築家法、世界に対応した組織、社会へ

の認知等こうあって欲しいこうあるべきだという理想を

理論構築して目指すこと自体は誰も否定するところはあ

りません。しかし日本的現実を直視した時その実現性は

極めて厳しいと言わざるを得ません。その理由としては

釈迦に説法になりますが、建築士法が国家資格試験制

度，ＣＰＤなども含め歴然と機能している事。設計施工

が存在しそのシステムの中の設計者も優れた設計者が存

在する事。ＪＩＡ会員でなくても世界で活躍する建築家

はいくらでもいる現実、お手盛りの審査で建築家の集ま

りを標榜する会に入会してもそれだけでは世間は建築家

とは思わない事。社会は法や制度等かかわりなく優れた

作家を建築家と尊敬の念をもって称し認知している事等

 

オピニオン  ŽƉŝŶŝŽŶ 
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西岡 弘（福岡地域会） 

が上げられます。 

 全国で3000人程度の会にもかかわらず規約会則の精緻

さ、理事会に始まり審査会、委員会、○○会議それに付

随しての分科会等があり活動ごとの組織の多さ複雑さに

呆れます。組織が規約に縛られ誘導されるようになると

その組織は魅力を失い次第に惰性化していく事は自明の

理です。久しぶりに対面型での支部役員会に出席しまし

たが、規約の改正やら審議と協議に分けて何を話題にし

ても規約や会則のどこどこに抵触する等が前面に出てき

て延々と組織に絡めた議論になり、各地域会の報告など

時間の関係から最後に取り急ぎ行うという有様です。今

や規約や制度に詳しくそれによってすべての議論をリー

ドする事が会の活性化に不可欠のようになっているよう

です。 

 私たちは過去から学び未来にそれを生かしていく事で

歴史に学ぶとはそういう事ですが、規約や制度に縛られ

るという事は歴史に縛られるという事でもあるのです。

従って規約制度に振り回されるという事は創造活動とは

本来馴染まないはずなのです。 

 制度規約を厳格に定めそれを守らせる事は、それを司

る組織の長の権限の強化それを支える周辺の役職者の権

限発言力を知らず知らずのうちに強くしあるいは依存し

ていく流れ兆候であり、本部からの指導通達に頼ったり

お伺いを立てたりなど、自由人としての作家の集まりと

はどんどん乖離する危険な方向にあると私は憂慮してい

ます。三権分立がバランスよくある事が良い国の在り方

ですが、営利団体組織ではないＪＩＡという組織も似た

ところがあり、行政と司法の役割が未分化しているとこ

ろはあっても同じ事が言えると思います。今の形は組織

の構成員の数のわりに立法が喧しく、それを執行する行

政の発言力が頭でっかちになっている形でバランスが取
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れていない状態ではないでしょうか。従って高い会費も

そちらで食いつぶされているのが現況です。 

 人間の好みや価値観は案外早く変わりますが制度やそ

れに基づく組織はなかなか変わらないと言います。それ

は組織のリーダーや執行部が変えたがらないからです。

不都合な部分はマイナーチェンジで切り抜けようとする

のです。普通の会員から登録建築家制度さらに登録建築

家をＪＩＡ会員外も登録可能とするといった議論が出て

いるとの事ですがこれも同じです。まさにＪＩＡ崩壊の

シナリオです。高い会費を払って会員になる必要がなく

なるからです。屋上屋を重ねてきた上にさらに屋根を架

けるようなものです。デフォルトつまり初期設定が間

違っていれば辻褄合わせしても綻びが出てくるのは当然

です。 

 会にはいろいろな考えがあって然るべきですが、精緻

で正確さを是とするＪＩＡの会則にしては、ただ成立の

経緯の違いだけで会費免除の名誉会員と一般会員と同じ

会費の名誉会員があるのも合点がいきません。集金上都

合の悪い事は頬かむりしておくという姿勢です。他の建

築関係団体と比べてかなり高い会費で会勢もじり貧とな

れば一言言いたくもなります。 

 御承知のように画家や音楽家等家（イエ）族が試験を

受けてその呼ばれ方がある訳ではありません。従って建

築家も同様です。たまたま海外がイメージするところの

アーキテクトを建築家と訳したために建築士との齟齬を

生じたわけです。どのみち資格試験をどんなに工夫して

も試験で判断するのは日本の場合士族であって建築士で

良いのであり必ず保持すべき資格となっていますが、必

ずしも日本的建築家名称で考えるなら建築士資格がなく

ても建築家は存在できるのです。 

 建築家法と建築士法のダブルスタンダードは国交省が

認めるとは思いませんので、妥協策としては1級建築士で

あるとともに優れた作家性を持ち誰もが建築家と呼ぶに

ふさわしい人を選ぶ仕組みができれば良いわけです。芸

術院会員の民間版のようなものです。従っていろいろ活

動する団体ではなく選ばれる事自体が目的の団体になれ

オピニオン  ŽƉŝŶŝŽŶ 

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ƉϬϮ 

ば良いのです。しかしそれとて確たるものにはなりませ

ん。芸術院会員だけが芸術家ではないのと同じですが、

今のＪＩＡのような宙づり状態の会よりは地に着いた会

になるのではないでしょうか。どのみち家（イエ）族は

法的根拠を有しないのですから。 

 私の考えでは作品、社会貢献、教育、キャリア、この

４項目に子細なチェック項目を用意し公平性を担保した

審査会で厳選して会員としていく。華々しい受賞歴のあ

る人は若くして会員になれ、普通に設計活動してきた人

は残りの３つの項目で点数を稼ぎある年齢で会員になっ

ていくようにするのです。会員は２０００人でも１００

０人でも良いのです。又、建築家として実務以外で社会

に寄与する仕事は限られたものでよく、今のように何で

もかんでも首を突っ込む事はないと思います。 

 70歳を過ぎると昔はよかったという常套句が出るある

いは価値観になるようですが、建築家協会について言う

なら私が支部長の昔から既に良くもなかったのです。か

つて前身のＪＡＡの時渡辺武信や宮脇檀が会館のホール

でパイプをくゆらしグラスを傾けて雑談していたという

会では既になく、規約や組織論を口角泡を飛ばして語る

人達の世界になっていました。著名な建築家も会員に名

前を連ねていましたが、双方の思惑から名目上会員で

あっただけで、会館に出入りして前述の2人の例のような

姿を観た事はありませんでした。 

 私は始めから仲間内で建築談義ができ作品発表の機会

松山支部長と記念撮影 
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を持てるサロンであれば良いと思っていました。そのた

め登録建築家なども納得がいかないのでいまだに登録し

ておりません。本部の在り方にずっと異議申し立てして

きた会員なので名誉会員と言っても不肖な会員です。高

い会費は引退した後の年金生活者には結構な金額であ

り、金銭的にゆとりがなければ高齢化と共に退会せざる

を得ないでしょう。むしろ本部は栄誉を与えたのだから

名誉会員こそもっと払えと言った意向が見え隠れし推挙

を手放しでは喜べません。芸術院会員のように年金が付

くとまでは言いませんが、せめて厳選された会員が何歳

以上になったら会費免除あるいは大幅な減額としてもら

いたいものです。 

 サロンと言ってもパトロンを充てにした古色蒼然とし

た過去のサロンでは通用しないでしょう。もっとも会費

の半分を本部に吸い取られ賛助企業の会費で成り立って

いる九州支部はその点ではサロンと言えなくもないので

すが。コロナ禍で加速されたウェブ会議などコミュニ

ケーションツールも変わってきています。社会の変化、

技術の変化に対応しつつ進化したサロン論が必要かもし

れません。サロンとは良き刺激を受ける場であり創造の

推進力です。創造活動において磯崎新さんや安藤忠雄さ

んのような1番手の人は群れる事を必要とせず2番手はサ

ロンに群れて刺激を受けて創る人3番手は群れずにひたす

ら書物や実績から学ぶ人4番手は群れて同じ事を繰り返し

あらぬ方向にエネルギーを使う人と続くのでしょう。勿

論サロンとて創造的に進化していかねば堕落し動脈硬化

を起こします。 

 災害対策もＳＤＧSも温暖化対策も自身の建築設計で

メッセージを伝えるべきで運動や社会活動で訴えるなら

オピニオン  ŽƉŝŶŝŽŶ 
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政治家や役人になった方が効果的です。 

 しかしいろいろ愚痴をこぼしても喜寿を迎えて体力も

知力も財力も追いつかないのですから仕方ありません。

ＪＩＡに関してはこれからの若い人達執行部についてい

くしかないと覚悟を決め、退屈な役員会もそのあとの有

意義で楽しい直会の為の苦行だと観念し、晩節を汚さな

いように自身の終活をどうするかを考えていこうと思っ

ています。 

 大学も退職し、事務所も閉じた現在私の活動は皮肉な

事にＪＩＡ活動の中ではなく、私が今一番楽しく力を入

れているのは事務所協会主催の学生競技設計の課題制作

者兼審査委員長の仕事です。もう一つは1，2級建築士の

資格取得のマイナーな学校で学科と製図を教えているの

ですが、製図試験の課題について模範解答を見ずに私自

身で独自に回答を作る作業です。大手資格取得学校の模

範解答は総じて時間をかけ数人で作っているのでしょ

う。試験の時間内ではこんなスパン割や配置計画は思い

つかないというものも多く、概ね自分の案が正解だと勝

手に思いながら楽しく作業しています。いずれにしても

実務から離れて久しく学生コンペの作品を見てあるいは

課題を作るごとにイメージが沸々とわいてくるのは設計

禁断症状とでも言えるかもしれません。 

 今年卒寿を迎えられた師の磯崎さんはヒンズー教やバ

ラモン教の古い教えにある人間の一生を４期に分けた四

住期の最後の遊行期に入っておられるのでしょう。何年

か前に沖縄に移住されたのですが、沖縄支部のＪＩＡ会

員の情報から、それまでの近寄りがたい雰囲気から随分

違ってきているようで遊行期であればこそと思います。

私も何とか林住期を全うし遊行期まで到達できればと

思っております。ほとんどの会員は家住期を過ごしてお

られるわけですが、私自身終わりの支度―終活の中でも

今しばらくＪＩＡに貢献できる事があれば一緒に汗を流

していきたいと思っています。今後とも引き続き変わら

ぬお付き合いをお願いしてこの拙文を終わりたいと思い

ます。 

 

名誉会員メダル授与式と御祝いの会にて 2021年11月11日    

5



2021-12

 

 支部長漫遊記３回目は長崎市茂木町のホテル「月と

海」を貸切りで行いました。 

 最初に、若手建築家６名を支部長が斬る！というスタ

イルで進めたいと田中長崎地域会長が宣言。 

 松山支部長より、鹿児島・熊本と周ってきて将来有望

な若い建築家が多いのに驚きました。九州では建築家の

つながりが比較的多いと感じていますが、同時に地域を

超えた議論の場や機会が少ないとも感じています。 

 この企画は若い建築家が集まって、議論する場を設け

るというものですが、この企画をきっかけとして九州の

若い世代がつながり、切磋琢磨の関係によって九州建築

界の未来へつながる一助になればと始めた企画です。 

 今日は建築家と建築・

土木構造家も登壇すると

聞いていますので、構造

家が建築に与える力や構

造家が何を考えプロジェ

クトに参加されているか

等非常に興味深いです

し、いつもとは違う異色

のメンバーがそろってい

て楽しみです。支部長が

斬るというか、斬られる

かもしれないので、若手VSベテランというスタイルにな

るかもしれませんが、これからの時間を楽しんでいきた

い。と挨拶があり、この後なんと４時間半も続きまし

た。 

【MORアーキテクツ 一丸康貴さん】※JIA会員 

前職時の稲佐山斜面輸送計画について、稲佐山のどの位

置に建設するか未定のままの発進であり総合仮設計画も

しないといけない等、たいへんなプロジェクトであった

設計プロセスや、住宅のリノベーション、マンション計

画、リヤカープロジェクトなどを発表。 

 

支部長斬る？ 

 マンションのバルコニーの提案は新しい試みかもしれ

ませんが、それだけではマンション建築の根本は変わら

ないと思うし、建築そのものの仕組みや集合住宅のプロ

グラム自体から変えていくような提案を期待したい。今

日の一連のプレゼンを聞いて一丸さんはその力量を持っ

ているはずなので、そこは逃げずにトライしてほしい。 

 リヤカーについては、新たな概念を持ち込んでいるア

プローチがいいですよね。リヤカーでの志向性は建築で

も展開できるはずだし、今後の建築の着想に結び付けて

ほしいです。 

とはいえまだ３４歳！上手くまとまらず、まだまだ破天

荒に暴れまわってほしい。(笑) 

支部長漫遊記  :/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ�ůĞĂĚĞƌ��ŵĂŶǇƵƵŬŝ� 
 

支部長が各地域会を訪問し、その地域で活躍する若手建築家と対談します                             ƉϬϭ 

 鼻崎 象三（長崎地域会） 

会場「月と海」夜景と室内・案内サイン 

発表する一丸康貴さん 

挨拶する松山支部長 
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【青木建築設計工房 青木康浩さん】 

 独立後大学の友人宅を皮切りに、洋菓子店、バイクガ

レージ付きアパート、スキップフロアアパート、多数の

住宅を手掛け、一連の建築を発表。現在はかなり忙し

く、地域に必要とされる建築家を目指しています。 

支部長斬る？ 

 青木さんは、一見得体のしれない雰囲気があり、自身

の世界観でしか仕事はしない人かなと想像しましたが、

その第一印象とは違いかなりの仕事量をこなしている事

に驚きました。 

 ４０歳はまだまだ進化の途中であると同時に、建築家

としてのスタンスを確立していく年代でもあると思うの

です。発表作品の殆どが工務店から依頼だとすれば、仕

事が無い30代はそれでも歯を食いしばって生きていかな

ければならない現実はとても理解できるけど、建築家は

直接依頼がくるような存在価値を高めていかなければな

らない職業だと思うし、自身のスタンスを確立する事

で、青木さん自身のブランド力も高まっていくので４０

歳を転機に、これから建築家としてどう生きてゆくの

か、その覚悟も含めて考える時期だと思います。 

 

【INTERMEDIA 佐々木翔さん】 

 私の事務所では、それぞれのスタッフが能動的に考え

議論してよりよい建築を造っていくというスタイルで

やっています。 

 最初に手がけた保育園のケースですが、グリッドを並

べ、それぞれのグリッドの開口の大きさを変えること

で、大きな開口部は園児のエリア、小さいところは教員

のエリアとしました。その場所に立つと各用途の雰囲気

を感じられるような空間ができてくるのではないかと考

えたわけです。 

 もともとあった田んぼの風景と家並みが続いていく風

景を取り持つ住宅の建て方ができないかを考えた物件も

ありましたがこれは実現しませんでした。 

 敷地に湧水がわいていた住宅の設計では、何とかこの

湧水を利用できないかと考え、雨水排水側溝をオープン

化して、5センチ程度の薄い流れを作りました。堰板を

とったり外したりすることで流れを変え、足を洗ったり

野菜を洗ったりする場所、土間に水を張ったりする事、

内水として利用する等を想定しました。島原には水屋敷

という文化がありますので水を使った計画をしました。 

 基壇地形の敷地を生かし改修をした物件では、子供た

ちが遊ぶ場所とオフィススペースが基壇の上下で別の空

間を造っていけるのではないかと考えましたその他大村

でのプロジェクト、保育園、西海市のプロジェクト等と

共に、母性原理と父性原理という言葉で、敷地に対する

考え方も発表した。 

支部長が斬る？ 

 ３０代で明確な建築思想を持っている事の驚きと、そ

れを言語化できる能力の高さに脱帽といった感じです。

(笑)佐々木さんは学生の頃から既に頭角を現していたと

聞いています。建築の実務は発注者からのリクエストや

予算と闘いから自由な創造力が奪われていく局面に立た

される事が多いのですが、それすら楽しんで最終的には

佐々木ワールドに持ち込む強度がある。設計条件を言い

支部長漫遊記  :/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ�ůĞĂĚĞƌ��ŵĂŶǇƵƵŬŝ� 
 

支部長が各地域会を訪問し、その地域で活躍する若手建築家と対談します                             ƉϬϮ 

発表する佐々木翔さん 

発表する青木康浩さん 
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訳にせず、導きたい建築をどうすれば実現できるか。そ

の一点に膨大な労力を費やしている痕跡が作品を通して

見えるし、建築家のその執念や態度が施主や施工側の心

を動かすという事を信じてやっている確信犯だと思う。

（笑） 

 そして語らずにいられないのは活動拠点が島原という

事。地方で活動している建築家から学生が来てくれない

悲鳴とも言える現状がある中で、田舎を拠点として信明

さん(父)と共に闘える集団をつくっている事も多くの人

に知ってもらいたいし、九州では稀有な存在だと思いま

す。 

 褒めてばかりで気持ち悪いと思うが(笑)最近僕が九州

建築界の未来は明るいと言っているのは、この支部長漫

遊記をとおして、こうした意識の高い若手建築家と出会

えたから。 

 今の佐々木さんがあるのはお父さんのおかげだから、

これからも父へのリスペクトは忘れず、設計事務所の所

在など関係なく価値観を大きく変えるような集団をつ

くってくれる事を期待しています。 

 

【ネイ＆パートナーズジャパン木村洋介さん】※構造家 

 今回のテーマは建築と土木の間です。 

 今はまだどちらをやりたいわけではありませんが、土

木構造家（エンジニア）として力を付けたいと思ってい

ます。所属会社も土木に軸足を置いており、橋梁などの

設計を手掛けています。会社のプロジェクトとしては、

建築と土木の間のところ、どちらでもない、建物と建物

の間をつなぐ歩道橋など扱っています。 

今日は建築の方々のみで叱られることもありませんか

ら、土木の設計に対して思っていることをお話ししま

す。 

 橋梁デザインの抱える問題は、高度経済成長期に均質

的な指標を作った際、橋梁メーカー主体の効率的な設計

になってしまったことです。建築はファブリケータです

が土木は橋梁メーカーになります。土木は製品だと思っ

ているきらいがあると感じています。メーカーが作った

計算ソフトによって設計するので、誰がやっても同じに

なります。意匠が語られるのは景観のみで、議論する場

も閉じられています。意匠と構造が統合的に議論されな

い事によってエンジニアの技術が低下していると感じま

す。設計者の個性が表現しづらく批評文化に乏しい業界

です。今のシステムでは今回のこのような場は土木の世

界では永遠におこなわれません。誰かの作品を正義感を

持って批評する文化がないのです。 

 日本の土木設計事務所はいくつもありますが、私の知

る限りほとんどランドスケープが関与しており、ストラ

クチャーをデザインするところはありません。ストラク

チャーはコンサルがやり、完全に隔てられていて踏み込

める領域が少ないのです。 

 今いろんな方々とつながりがあって土木の領域にいま

すが、そこから土木の文化をしっかり創っていき、建築

のように批評し合って社会のために高め合っていけるよ

うな土木文化をつくりたいと思っています。 

 現在のプロジェクトを少しだけお話しします。再開発

のディベロッパーさんと組んでいますが、ディベロッ

パーさんは街に対してどういう事ができるのか考えなが

ら開発を進めている側面があります。そういうニッチな

ところに私たちのような小さい会社がはいりこんでやっ

ています。プロジェクトは、建築上に架橋される建築と

建築をつなぐもので、地下鉄の駅の上にある歩道橋で

す。地下鉄の構造物には荷重をかけられないという条件

のプロジェクトです。長崎駅のキャノピー設計等もやっ

ています。 

支部長漫遊記  :/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ�ůĞĂĚĞƌ��ŵĂŶǇƵƵŬŝ� 
 

支部長が各地域会を訪問し、その地域で活躍する若手建築家と対談します                             ƉϬϯ 

発表する木村洋介さん 
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 建築はすでに、日本文化の一躍を担っていると思うの

ですが、土木は残念ながらそうはなっていません。橋梁

など遠い存在だしテクノロジーはすごいのですが、まだ

文化としてはとらえられていないと思うのです。私はこ

れからの活動を通して文化になるようなプロセスを踏ん

でいければと思います。その為には建築との融合も必要

ではないかと考え、そうした活動をしています。 

支部長が斬る？まったく斬れない？ 

 土木の世界での構造の話しに、ただただ感心して聞い

ている支部長！川津さんの言葉を借りると、引導を渡さ

れ平伏するといった感じでした。By鼻崎 

 

【XYZ ｓtructure 荒木康佑さん】※構造家 

 議論する場だと聞いてきたので、今一番興味があるこ

とを話したいと思います。 

 日本は災害大国であるのに、全然災害に備えていませ

ん。備えの工法といいますか、川・山・崖等の近いとこ

ろに、風景になるような工法があるはずと思っていま

す。それなのにどこの場所でも均質化された建物が多く

非常におかしいと思っています。たとえば洪水エリア

だったら高床式があるように、風景とか地形を利用しな

がら工法に読み込んでいくことで、その地域の形ができ

ないか考えて活動しています。 

 災害エリアは洪水・崖などいろいろあると思うのです

が、日本にも弥生時代に高床式住居があったように、日

本のヴァナキュラーはピロティではないかと思ってい

て、そこに興味があります。いろんな災害にピロティが

機能するはずなのですが、日常的にはあまり有効的に使

われていない気がします。それでは風景・地形を利用し

たことにはなりませんので、常時の使い方に日常生活が

にじみ出るような、建築的な解釈が持ち込めないかと考

えています。 

 過去に関わった複数のピロティを持つ建築を紹介しま

す。土砂災害エリア・浸水エリアにあたる敷地で、鉄骨

の1階部分（ピロティ）に木造の平屋を載せた建築、台風

区域型の敷地で風を受け流す形の建築、積雪区域の敷地

にある建築、崖地型の敷地にある建築などが発表され

た。 

 

支部長が斬る？またまた斬れない？ 

 荒木さんには僕の建築の構造も依頼しているので、か

なりやりにくいなー（笑） 

 構造家の視点が明確に見えておもしろかったけど、１

点気になったのは余白（ピロティ）を設けることで、そ

こにそれぞれの活動が生まれる、と言葉として表現する

ことがありますが実際はそう簡単にはいかない。建物を

持ち上げる事によって生じるグランドレベルの余白を、

私的な領域を超え新たな領域へとどのように導いていけ

るかという議論は、建築家の定番とも言えるお題です

が、それを構造家と議論するというのはかなり新鮮で、

構造家も表舞台に登場してもらいフラットな場で議論す

る機会もぜひつくりたいですね。 

 

【円酒構造設計 円酒昴さん】※構造家 

 難しい議論にはなりますが、施工性とか冗長性とか美

しさ、またＡＩができない分野などに興味があります。 

 前職でレンガを使った物件ですが、レンガは強度が

Fc110くらいありコンクリートより強いがもろいので、レ

ンガを主構造にせずサブストラクチャーとして使いまし

た。面白かったのはレンガなど廃れた素材、技術も使え

ることが解ったことです。 

 床を薄くする事（45ミリ）、柱を細くする事（40ミ

支部長漫遊記  :/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ�ůĞĂĚĞƌ��ŵĂŶǇƵƵŬŝ� 
 

支部長が各地域会を訪問し、その地域で活躍する若手建築家と対談します                             ƉϬϰ 

発表する荒木康佑さん 
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リ）をテーマにする事で構造部材を感じさせない、手摺

とか家具みたいなスケールにしたかったというのもあり

ます。例えばスキップフロアにして座屈長さを短くし柱

を小さくし、なおかつ階段を耐震要素にする等で実現し

ました。 

 後方に高層部があるホテルの低層部の設計では、高層

部の柱が1ｍの柱でした。この場合1ｍのグリッドで鉄骨

の最小断面で造り、高層棟の柱と低層棟の柱のコントラ

ストとの対比が面白いのではないかと微細な構造を造り

ました。同じ外径の柱でも、希薄な空間、外か中か解ら

ないような建築を造ったわけです。 

 合理性は何を目的にするかで異なります。複雑な条件

を設定する事で、AIにできない事をやるのが一番面白

い。個性が出ます。難しいことをやるには、全部自分で

説明しないといけません。 

 素材のヒエラルキーがないような、木造なら木造、RC

造ならRC造、鉄造なら鉄造みたいな概念を捨てたいです

ね。今後は、いろいろな素材を使った美学みたいなもの

を目指したいと思っています。 

 

支部長が斬る？やっぱり斬れない？ 

 今日の６名の登壇者で３名が新進気鋭の構造家という

のは、田中会長が冒頭に言われた支部長が斬る！という

企画ではなく、実は支部長が斬られる！という企画で

あったと思います（笑） 

 構造家の発表に感心するばかりで、次回はクリティー

クできるように鍛錬して出直してきます（笑） 

 

最後に 

 私達の職能には、意匠計画とか技術計画のような側面

があると思うのですが、今回登壇頂いた方々には、それ

プラス何か哲学みたいなものを感じました。 

 ３０歳代でこのような考え方を持っている事に、非常

に感心しました。でもまだ３０代ですし、思いっきり何

も考えずデザインして、デザインでお腹いっぱいになっ

て、そして失敗して、反省して、勢いがあって全速力で

突っ走っていくような側面もあっていいのかとも思いま

した。by鼻崎 

支部長漫遊記  :/��<ǇƵƐŚƵ��ƌĂŶĐŚ�ůĞĂĚĞƌ��ŵĂŶǇƵƵŬŝ� 
 

支部長が各地域会を訪問し、その地域で活躍する若手建築家と対談します                             ƉϬϱ 

会場風景 

発表する円酒昴さん 

発表者たちの建築談義は深夜まで続いた 
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BeCATの理念と問題意識 

・ BeCAT (Built Environment Center with Art and 

Technology) (*1)は、2021年4月に九州大学大学院人間環

境学研究院に開設された「環境をテーマにした建築研究

教育センター」の略称である。持続可能な都市と建築を

実現するために、大学での研究成果を活用しながら社会

実装してゆくことを目標としている。センター長として

OMAニューヨーク所長の重松象平氏を迎え、デザインラボ

長として環境建築設計分野の第一人者である末光弘和先

生、BeCATのために新しく加入した環境エンジニアの小原

克哉先生、そして副センター長として末廣が参加し、そ

の他多くのメンバーの協力を得ながら運営している。 

・ 国際的に見ても、日本ほど多様な自然災害を経験

し、季節ごとの気候変化が大きい国は珍しい。日本の国

家資格や大学教育の中で、常に建築都市分野がエンジニ

アリングと結びついてきたのは自然な流れだったように

思う。しかし一方で、各分野の研究内容が深まるにつれ

て内容がニッチ化し、専門外のことが理解できなくなっ

て分野ごとの交流も少なくなってしまった。また研究者

は専業化して建築の設計や施工の実務が分からないとい

う状況も進んできた。また逆に実務側から見ても一体大

学で何を研究しているのかが見えにくく、なかなか実際

の設計や建設に大学での研究成果が生かされにくいとい

う問題が起きてきたように思う。BeCATは、このように

様々なレベルで分断が進んでしまった建築界を、環境と

いうキーワードで再び結びつけるプラットフォームとな

ることを目指している。 

 

多様なツールを用いた教育プログラム 

・ BeCATの教育プログラムは、春・夏学期と秋・冬学

期に行われる修士課程のスタジオと、夏休み、春休み期

間中に行われ、九州内の学生であれば参加可能な短期の

スクールで構成される。こうしたプログラムの一部は学

外の学生にも公開されており、できるだけ社会人も対象

にしたリカレント教育の機会も作る予定である。 

・ 各課題においては、学生たちが作った提案につい

て、必ず環境シミュレーションツールを使って検証し、

一定のスキルが身につけられるようにしている。市販の

ソフトウエアに加えて、学内には独自の理論を使って

ツールを開発できる教員もおり、最近はオープンソース

トピックス  ƚŽƉŝĐƐ��� 
 

地域の:/�及び建築界の出来事・話題や意見を�掲載（宮崎地域会）       �������������������������������������������������������������������������    ƉϬϭ 

末廣 香織  （福岡地域会） 

のツールも充実してきているので、それらを活用しなが

ら授業を進めている(*2)。また環境だけでなく、構造・

構法、都市計画解析ツールなどの活用についても準備中

である。 

 

社会実装課題を通じた人材育成 

・ これまで取り組んできた課題は、全て具体的に社会

実装することを目指している。前期スタジオで取り組ん

だJR九州住宅の「糸島の環境住宅」は、北に眺望が開け

た高台の敷地だったために、室内の熱環境と眺望とをど

うバランスさせるか、どう通風を制御するかがテーマ

だった。学生たちはその都度シミュレーションで効果を

確認しながら、窓の配置や大きさなどを決めていった。

これはウッドショックなどもあって当初の予定よりは遅

れたが、建て売りのZEH住宅として来年夏に竣工予定であ

る(*3)。 

おしえて  ƚŽƌŝƐĞƚƐƵ��� 
 

九州支部内のプロフェッサーアーキテクトの研究や展望などを紹介します。                                                   ƉϬϭ 

「糸島の環境住宅」最優秀案 

糸島の環境住宅での通風シミュレーション 

11
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・ サマースクールで取り組んだコミュニティ機能を持

つ木造酒蔵改修、杉能舎「酒蔵ガルテン」では、ご家族

へのヒアリングをしながら、この場所での新しいビジネ

スとライフスタイルを提案した。また3Dスキャンで立体

化した既存構造体のデータをもとに、その構造補強方法

を検討した。この結果を受けて大まかな方向性が決ま

り、今後3年程度をかけて実現予定である(*4)。 

 

・ 2次審査が終わったばかりの「農学研究院100周年記

念交流スペースコンペ」では、演習林から切り出された

樹齢100年近い6本の杉丸太を使って農学部の記憶を継承

する象徴的な提案が最優秀となった。これは来年度中に

実現予定である(*5)。 

・ こうした課題は、どれも最終的には現実の建築にな

るので、自ずとコスト計算もシビアになるし、ビジネス

的な視点も重要になる。学生たちは、リアルな積算も行

いつつ、起業家、ブランディング、ファンドといったビ

トピックス  ƚŽƉŝĐƐ��� 
 

地域の:/�及び建築界の出来事・話題や意見を�掲載（宮崎地域会）       �������������������������������������������������������������������������    ƉϬϭ 

ジネス分野の方々の話も聞きながらプロジェクトを進め

てきた。こうした経験は、将来自分たちが建築と都市に

関わる専門家として、それぞれの場所でビジネスを起こ

すための糧となるだろう。 

・ また一方で、BeCATの取り組みに建築実務家との連

携は欠かせない。これまでも多くのJIAメンバーにご協力

いただいてきたが、さらに具体的な社会実装プロジェク

トを進めるに当たっては、互いに協力しながら九州の建

築界を盛り上げる仕組みも考えてゆきたい。 

糸島という土地で考える持続可能性 

・ 九州大学が移転した糸島は、近年魅力的な小さな町

として世界的にも知られてきた自然豊かな地域である

(*6)。この郊外移転は、世の中的には明らかに時代遅れ

だったが、むしろあまりに遅すぎたことと昨今のコロナ

禍をきっかけとした価値観の変化によって、期せずして

周回遅れで最先端に来てしまったような気もしている。

拡張を続ける運命にある資本主義の限界が話題となり、

インターネットという情報インフラさえあれば、どこで

も同じような生活が送れるようにもなってきた。 

・ BeCATの活動は、広い意味での「環境」をテーマに

している。環境工学理論の多くは、これまで寒冷地の気

候を念頭に作られてきたが、温暖化でますます東南アジ

アの気候に近くなっている九州において、温暖湿潤な気

候に適応した研究に力を入れている。また、木質材料や

リサイクル材料の活用、地域の資産を生かすリノベー

ション・コンバージョンといった手法に、現代的なAIや

シミュレーション技術、測量技術、機械加工技術などを

組み合わせれば、地域の歴史や文化を守りつつ、脱炭素

で地域循環できる新しいコミュニティの仕組みを構想

し、美しい自然と調和した建築と都市の姿が描けるので

はないか。BeCATでの活動を通じて、幸せで持続可能な新

しいライフスタイルを提示してゆきたい。 

注・ (*1) 九州大学BECATウエブサイト  

    https://becat.kyushu-u.ac.jp 

 ・(*2) baues https://baues.io ,  

     Building Environment Design: 

     https://building-env.com 

 ・(*3) BECAT x JR九州住宅  

    https://becat.kyushu-u.ac.jp/archives/986 

 ・(*4) BECAT サマースクール2021 

     https://becat.kyushu-u.ac.jp/archives/1784 

 ・(*5) 農学部100周年記念コンペ2次審査 

     https://becat.kyushu-u.ac.jp/archives/2403 

 ・(*6) monocle: Bright lights, small city- 

    https://monocle.com/magazine/the-forecast/2021/bright-lights-small-city/ 

おしえて  ƚŽƌŝƐĞƚƐƵ��� 
 

九州支部内のプロフェッサーアーキテクトの研究や展望などを紹介します。                                                   ƉϬϮ 

ΞzĂƐŚŝƌŽdĞƚƐƵǇĂ  
杉能舎酒蔵でのサマースクール 

九州大学農学部100周年記念交流スペース最優秀案 
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 「建築家派遣エコルサポート」は、子供たちを対象にし

た建築教育支援活動の一環として、2019年度に九州支部

事業として発足した事業です。小・中学校の「総合学

習」の授業に建築家がゲストティチャーとして参加して

出前授業を行い、未来のある子供たちに対して、建築や

まちづくりへの意識を啓発することを目的としていま

す。今年度は第２回目となる活動を実施しましたので以

下に一連の活動内容をご報告します。 

 

総合学習の位置づけと発足からの経緯 

 小・中学校では新学習指導要領のもと、2002年度から

「総合的学習の時間(総合学習)」がカリキュラムに組み

入れられ実施されています。総合学習とは、子供たちが

自ら学び、自発的に考える力を身につけ、よりよく問題

を解決する資質や能力などを育むことをねらいとして実

施されている学習活動です。 

 これまで総合学習における外部からの教育支援活動と

して、様々な専門家や団体により多様に取り組まれてき

ましたが、JIAとしても学校教育における建築やまちづく

り学習の展開に地域の建築家として人材貢献できるもの

と考え、川津会員(前九州支部長)の提案により本事業が

発足しました。 

 第１回目は川津会員と交流のあった校長先生との連携

で、2019年度に福岡市立東住吉小学校６年生を対象に

「校区のまちづくり」を課題に総合学習の授業サポート

を行いました。 

 まちづくりの歴史を知ることから始まり、身近なまち

を体験し調査し、自由な発想で理想のまちの模型を造り

上げることで、自分たちが住むまちへの愛着とまちづく

りへの関心が高まっていくのを実感しました。 

 コロナ禍の影響により昨年度は中止となりましたが、

今年度は同校での第２回目として「小学校を建てかえ

る」を課題に全４回の６年生総合学習授業サポートを福

岡地域会員と共に実施することとなりました。 

 

 

西村友吾 （福岡地域会） 

とりせつ  ƚŽƌŝƐĞƚƐƵ��� 
 

:/�及び業界の抱える問題を解説します。                                                                                         ƉϬϭ 

今回の活動の報告 

 初回の授業では、理想

の小学校を思い描きテー

マを考えるために、国内

外の多様な小学校の事例

を紹介して、新たな小学

校についてのイメージの

活性化を促しました。そ

の上で学校内外の調査や

取り巻く人たちへのインタビューを行って、小学校に必

要なものやあると良いものをまとめるようレクチャーを

しました。 

 ２回目の授業では、４名１組の６班に分かれてそれぞれ

の計画案をスライドで発表を行い、各案に対して講師ら

による寸評を施しました。自由な発想で夢のある案から

具体性をもった実用的な案まで各班の個性が垣間見えま

した。次回までに各班の構想を１枚のパネルにまとめて

模型とあわせた成果物とすることを要請しました。 

 ３、４回目の授業で

は、講師６名及び補助ス

タッフ６名による各班２

名のサポート体制にて材

料準備の上で模型制作に

参加して、前回まとめた

計画案を元に模型制作を

サポートしました。 

 基本的には子供たちが

主体で製作を行い、講師

からは作り方の指導やア

イデアの活性化を促しま

した。はじめは戸惑いな

がらも、それぞれの役割

を見いだすと分担・協力

して協働作業を行い、

我々の誘発にも柔軟に反

スライドレクチャーの様子 

各班による計画案の発表 

構想をまとめたパネル 
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応してイメージを発展させたそれぞれの理想の小学校が

完成しました。 

 完成後は全員でそれぞれの展示模型を品評ののち、講

師らの投票によりＭＶＰ及び各賞を決定して全班にトロ

フィーを授与の上、講師らと共に各班の記念撮影を行い

ました。 

 達成感と共闘感を持って互いがつくり上げた個性のあ

る模型を眺める子供たちの姿は微笑ましく印象的で、子

供たちの未来への可能性を感じることができました。 

 

今後の活動の展望 

 これまでの活動を通して、我々が地域の建築家として

子供たちの「ものづくり」の学習に一定の貢献ができる

ことを実感しました。課題に応じて必要なものについて

自分たちの考えを話し合うと、利便性に即した実用的な

とりせつ  ƚŽƌŝƐĞƚƐƵ��� 
 

:/�及び業界の抱える問題を解説します。                                                                                         ƉϬϮ 

アイデアから夢のある楽しいアイデアまで多様な意見が

出てきました。コミュニケーションによる調和を図り価

値観を共有してイメージを実現することは、実際の公共

性に即したものづくりに通ずる体験と言えるでしょう。 

 今後は各地域会に波及して、自治体や教育機関との連

携を図り段階的に認知頂くことで、継続的で広域的な活

動として実践していけたら望ましいと考えています。 

 

建築家派遣（エコルサポート）事業 

「福岡市立東住吉小学校6年生総合学習サポート」 

対象：6年生の1クラス(２６名) 

概要：「夢の小学校づくり」をテーマに6年生が6班に 

    分かれてコンペ形式でそれぞれ案を発表。  

単元：総合的学習の時間(生徒が自発的に横断的・総合的

な課題学習を行う時間) 

日程：第１回目 ６月２５日(金)３時間目 

        会員によるレクチャーと課題説明  

   第２回目 ７月１６日(金)  ３-４時間目 

        学校側で調査ヒアリングを各自行い        

派遣会員前で計画の発表と講評  

   第３回目 １０月７日(木)  ３-４時間目 

   第４回目 １０月１４日(木) ３-４時間目 

        2日間で小学校の模型製作と発表を行

い、当日各賞の発表と講評を行う。そ

の後参観日に模型展示をして、保護者

にも見てもらう時間を取る。その後も

一定期間模型を学校正面玄関前の廊下

に展示予定。 

人員：JIA福岡地域会員(６名) 

   川津悠嗣、福田哲也、佐々木寿久、 

   有吉兼次、西村友吾、今井秀明 

   及び模型制作サポートスタッフ(６名) 

トロフィー授与式の様子 

模型制作に取り組む子供たち 

完成した模型を展示して見せ合う 

JIAメンバーがサポート 

6班それぞれの作品を前に記念撮影 
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■ まえがき 

人は今昔様々な巡り合いの連続の中で生かされてい

る。そして出会いの中で合縁奇録の巡り合った相手方か

ら自分は何を吸収し、何を身に着けたかが、その人の人

生の財産であると思います。  

それぞれの土地には、それぞれの歴史文化がありま

す。私達は現在現代に生き、生活をしています。 

しかし私達のみがその地に生きているのでなく多くの

歴史の流れの積み重ねの上に私達は生かれています。 

 

私達が生きているこの福岡の地は古代より様々な文化

の玄関口の役割の地であり、日本の文化もこの地を経由

し大陸に向い、まだ見ぬ未知の世界・文明文化に胸を焦

し、夢を追い人であっただろうと思います。 

 

九州そして福岡の地域は日本文化のふる里であり、宗

教・芸術・学術・建築技術を育んだ場所でもあります。 

その地域特性の歴史を本当に理解し生かして生活して

いるのでしょうか。日に日に豊かになっているのでしょ

うか。新しい知識文化を得る度ごとに忘れ去っていくも

のも沢山あります。 

歴史・伝統・慣習などがそうです。歴史や文化財を単

に歴史的事実や遺跡・遺構として見るのではなく、その

時代に生きた人々の生き様や生活に想いを馳せ現在残っ

ている文化財をつくった人々の想い・苦労を偲ぶ時、は

じめて歴史が現代に生きる継承のものとなります。 

■ 536年 筑紫館 （迎賓館 後の鴻臚館）   

   大和朝廷激動化する朝鮮半島の政治、軍事、外

交、経済の玄関口を設置。 日本の建築文化・その

他・は、日本のあけぼのと言われ、多くの利益と独

占（権利）をもたらした。 

 ■ 538年 百済より仏教伝来 

 ■  609年 太宰府政庁建立 

九州の外交・軍事・貿易の拠点 

鴻臚館と共に総督府としてその役割を果たした。  

■ 630－894年 遣唐使を朝鮮半島を通じ唐に派遣。   

 894年 菅原道真（907年 唐滅亡）が中止するまで 

の264年間18回もの派遣が続けられた。 

 派遣7回目（702年）太宰府政庁造営建築主導をした

粟田真人は4年間にあたり乗船当時の唐（長安）の最

新の建築情報技術を持ち帰り、太宰府政庁造営に、

そして平城京の造営にも大きな影響を与えた実務家

と言われている。法興寺（588年）・四天王寺（593

年）・法隆寺（607年）に進んで行った。この時、山

上憶良（万葉集）も一緒に乗船していた。 

時の権力者（天皇・貴族・大名・僧寺院）は造

営を誇示し象徴者と言われていた。図面と造営にあ

たった人は誰であるかは分からない。（一説に、総

督府、城等に携った渡来人を含め秘密厳守のため造

営後 毒殺されたとの記述がある。） 遣唐使(乗

船)の国使は交流の役割になって来た。 

                                                                                                                             

あのころ  ŝŶ�ƚŚŽƐĞ�ĚĂǇƐ�� 
 

先輩会員に地域会のあの頃などの思い出を聞きます（福岡地域会）     ���������������������������������������������������        ƉϬϭ 

栗山 政雄 （福岡地域会） 

遠の朝廷太宰府政庁跡   
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 ■ 1549年ころから楽市楽座が生じ、「商工業者組

合」が生じ金銭を払えば営業権、販売権、運搬権の

権利が得られ、利益の独占の組織構図が生まれた。

大工職は大工のみに適用される「大工座（棟梁）」

であった。いずれの座も世襲と能力の無い座は停滞

していった。 

 ■ 1837年 RIBA（英国王立建築家協会） 設定 

背景とし、19世紀の産業革命で建築家のパトロン

が王侯貴族から民意の企業事業者（建築主）に交代

し企業を発展させるべく代理人に建築家を選び競争

入札で最低価格の施工者を選びその監理は建築家で

行う職能法制度を作った。 

 

■ 1857年 AIA（米国建築家協会） 設立 

それは民間組織で立ちあげ、当初は誰でも建築家

を主張できた。「教育・訓練された建築家」と識別

する資格登録制度が必須だった。 

1897年資格法（建築家職能法）が確立した。立ち

上げから40年の歳月を得、それを支えたのは、官で

はなく「民意」であった。 

■ 1948年 UIA（国際建築家連合） 設立 

国際建築家連合（略称UIA）は、フランス・パリ15

区メーヌ大通り （33 Avenue du Maine）に本部

を置く、世界全域の著名建築家による自主組織。  

設立当初は27ヶ国も現在は120ヶ国320万人に至って

いる。世界5地域に区分され、第一地域（西ヨー

ロッパ）、第二地域（東ヨーロッパ・中東）、第三

地域（北中南米）、第四地域（アジア・オセアニ

ア）、第五地域（アフリカ）。日本は、第四地域 

アジア建築協議会（ARCASIA）で、その加盟協会： 

2018年6月現在、アジア地域を横断する3つのゾーン

と、21の加盟協会で構成されている。 

＜Zone A ＞ ブータン、パキスタン、インド、

スリランカ、バングラディッシュ、ネパール（計

6ヶ国） 

＜Zone B ＞ ミャンマー、タイ、インドネシ

ア、ラオス、マレーシア、シンガポール、フィリッ

ピン、ベトナム、ブルネイ（計9ヶ国） 

＜Zone C ＞ 中国、香港、韓国、日本、マカ

オ、モンゴル （計6ヶ国） 

1955年 日本加盟、建築家職能の「グローバルス

タンダード」の樹立を目指して活動がスタートし

た。 

■ 1868年（明治元年）国際化・近代化と建築像 

  ■ 辰野金吾 （1854-1919）   

日本で「近代建築の父」と言われている建築家。 

作品に東京駅・日本銀行などがある。 

  ■ 佐野利器 （1880-1956）   

構造家、建築家。1911年の論文「建築家の覚悟」

発表は、これからの建築界を喝破大きな影響をもた

らした。 

  ■ 前川国男 （1905-1986）   

ル・コルビジエ、 アントニン・レーモンドの元

で学び、「モダニズム建築の旗手として戦後の日本

建築界をリード。近代建築の西ヨーロッパからみれ

ば後進的であった、日本に真正の近代建築を根付か

せるという「使命」を自ら課していた。自らもUIA

副会長（1965年-1968年）していたが、ある事件で

公正取引委員会の警告から23回に及ぶ審判で1979年

（昭和45年） 建築士も事業者であり、従って日本

建築家協会（旧）は事業者の団体で「独自の報酬規

程」は独占禁止法に接触の審決を受けた。 

 

其後、理事国を辞退、その理由は不祥事の内外批

判だった。「我々建築家にとっては、誠に情けない

事です」と記述があった。 

   ■ 丹下健三 （1913-2005）   

    「一本の鉛筆から」 丹下健三著 

 日本から海外の作品・業績そして建築論を知ること

ができる。まさに「世界のタンゲ」の所以である。 

 

あのころ  ŝŶ�ƚŚŽƐĞ�ĚĂǇƐ�� 
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■1987年（昭和62年5月11日） 

新日本建築家協会（JIA） 設立総会 

当時の皇太子妃殿下御臨席のもと「質量とも」日本

を代表する 「専業建築家」の組織とし目標15,000

人、当時 6,600人会員でスタートした。初代会長

は、丹下健三（74歳）であった。日本・世界の政・

官・財・民から関係団体の代表をお迎えし、会場溢

れんばかりの盛況で、華々しく催しされた。 

■ 1987年（昭和62年）7月28日 

JIA九州支部設立総会 

ホテルセントラーザ博多 

正会員473人登録  福岡会246人 

代表幹事 三島 庄一 

■ 1987年（昭和62年）12月12日 

JIA福岡会設立総会 

KKRはかた 

代表幹事 茂木 謙俉  

（ 継ぎ期間 代表幹事 三島 庄一 ） 

■ 1999年4月5日  福岡・光州・交流協定書締結 

交流10年の歴史は、「交流は途への挑戦」タイトル

で10周年記念誌（日韓語 214頁）で2008年に発行され

た。発行後も順調に交流が続けられていたが、韓国の政

情又新型コロナ禍で、ここ3～4年交流が停滞している。

徳川鎖国時も善隣国維持を進めた対馬藩主雨森芳州

（1668-1755）の「誠 信

の交わり（互いに欺か

ず・争わず真文をもっ

て交わる）」交流の基

を忘れてはならない。 

 

 

 

 

 

■ あとがき 

原稿依頼時は、コロナ禍・新株オミクロン発生の頃

であった。古代・近代・現代まで我が国の国際化交流を

振り返ると、それが国家創りであった。建築の「作る・

造る・創る」は、先人時代の足跡の上に存在していた。

現代に於いては、JIA初代会長 丹下健三の何故いま職能

理念に基づく「建築家の職能確立」の提唱でスタートし

た。 しかし、当時日本建築士会連合会会長 太田和夫

は祝意の中で忌憚のない批判 「数を増やすことばかり

にこだわらず真に職能を目指す者に重点をおくべきだ」

と警鐘を鳴らしていた。 

「職能」と「専・兼」の「士法改正」がどれほど難

しいか知っていた指摘に自身は感じた。 

初代会長 丹下健三から、12代現会長 六角正治ま

で35年の年月が過ぎた。しかしそれは、いまだ「途」半

ばである。 しかしコロナ禍の「世界のSDGｓ」 世界が

大きく変わろうとしている。企業「利益追求」から自

然・環境に優先する「公益」の国づくりが求められてい

る。AIAも建築家「職能法確立」までその闘いに40年歳月

を要した。それを支えたのは、「官」ではなく「民意」

であったと記されている。それに照らし合わせるとJIAも

これから5年が重要期に来ているといえる。 

いつも医師と建築士の立場が比較されてきた。医療

法人・福祉法人のように、たとえば「建築家法人」の法

人格取得が悲願される。 

 

あのころ  ŝŶ�ƚŚŽƐĞ�ĚĂǇƐ�� 
 

先輩会員に地域会のあの頃などの思い出を聞きます（福岡地域会）                        ƉϬϯ   ���������������������������������������������������

福岡・光州 調印式  

交流は途への挑戦  表紙  
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 まちづくりに建築家が関わることは今や珍しいことで

はないながらも、行政・観光協会・地域・建築家の４者

コラボによる手作り感満載の楽しい観光エリアの環境づ

くりとまちづくりの取り組みをご紹介します。 

 

青島というポテンシャル 

 青島は宮崎市の南東に位置し、鬼の洗濯岩といわれる

隆起波食台という珍しい地形のある島で、昭和37年に天

皇陛下御夫妻が青島と青島神社を訪問されたのをきっか

けに新婚旅行客が急増し、青島海水浴場も含め宮崎を代

表する観光地となりました。 

 しかし、時代の流れとともに観光客は徐々に減少し、

平成２年には青島最大の観光ホテルが倒産するなど青島

観光の復興が宮崎市の大きな課題となっていました。 

 そこで、青島海水浴場ではライフガードが常駐する

ビーチとして平成22年に日本で最初の渚の交番がつくら

れたことをきっかけに、青島地区の賑わいを取り戻す気

運も徐々に高まり、平成27年度より『青島に新たなビー

チカルチャーをつくる』をコンセプトとして、宮崎市が

青島ビーチ魅力アップ事業として青島ビーチパーク（青

島BP）をオープンさせることとなりました。 

 

青島ビーチパーク 

 現在の青島BPは、32年ぶりに装いも新たな新感覚の

「海の家」を復活させ、全国でも名高いビーチを復権す

べく、シーズン限定（4～９月）にてオープンしていま

す。５つの海洋コンテナを仮設店舗として設置し、県内

トピックス  ƚŽƉŝĐƐ��� 
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松竹  昭彦   （宮崎地域会） 

外の人気店が公募出店。そして、そのエリアはシンプル

におしゃれ且つ宮崎らしいビーチスタイルを提供する場

所 と し て 継 続 し て 整 備 し 成 長 し て き ま し た。 

 その環境整備の中心的役割を担っているのが宮崎市内

の建築士です。その取り組みは手探りながら、行政・地

域・有志建築士による観光まちづくりで、苦労はありつ

つも実に新鮮で楽しいものとなりました。 

 初年度は、予算のない中宮崎市から助けを求められる

形のボランティアとして関わり、次年度からは、初年度

の実績を評価いただき、企画段階から深く関わることに

なり、青島BP実行委員会を立ち上げ、官民協働での青島

地域全体のイメージアップを心がけ、毎年試行錯誤を繰

り返しながら、青島BPをつくりあげています。 

 BP内の店舗は季節限定ながら、その空間は通年利用で

すので、毎年B P委員会が中心になり、ボランティア参加

による市民の力も得て整備を継続しています。青島の新

たな景観づくりと心地よい皆んなの居場所づくりをモッ

トーに、シーズン前には、おもてなしワークショップと

称し、フェニックスの剪定やパーク内のお掃除、テーブ

ル・ベンチのペイントなども行っています。 

 

具体的な整備内容 

 毎年、ビーチパークの利用者や出店者および管理者の

要望を聞きながら、店舗となる仮設のコンテナにここ青

島にしかないオリジナルの庇を取り付けたり、誰もが多

機能で使えるテーブルベンチを配置し、プライベートな
手づくりで完成したビーチパーク 

ビーチパークを支える仲間達 
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空間を楽しめるシェード

ボックスや海を眺めながらくつろげるロングカウンター

を設置。また、パーク内に日陰をつくるための風にたな

びくシェードを配置する等、快適な空間と景観づくりを

行っています。 

 また、宮崎は日本一の杉の産地ですので、海岸端とい

う悪条件ではありますが、積極的に県産の杉材をとりい

れて、シンプルでSNS映えする環境整備を行い、ビーチ

パーク全体のイメージを向上させ、質のよい宮崎らしい

ビーチスタイルを提供できるように心がけています。 
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成果と展望 

 青島への観光客は、青島BPオープン前の約５万人から

オープン後約14万人と急増し、現在もその人気を維持し

ながら認知度も県内外で広がっています。 

 今後も青島ビーチパークの景観整備を通じて、青島参

道や青島駅前通りの活性化など青島エリア全体のまちづ

くりへとつなげていきたいと思っています。    

坂本 肇 （大分地域会） 

よかもん  ŵǇ�ƚƌĞĂƐƵƌĞ� 
 

会員の宝物（道具、図面、本、絵画など）を紹介します（大分地域会）                               ƉϬϭ 

 Ϯϱ年前に大学を卒業

し同じ大学の修士課程

に進むことが決まって

いた私は卒業旅行とい

うことではないのです

が、興味を持っていた

インドに行きたいと思

い計画を考えていまし

た。しかし、当時イン

ドでペストが流行して

いるため渡航できない

状況でした。そうなればどうするかと考えヨーロッ

パの建築を見て歩こうと着の身着のまま往復の航空

券と国際列車のパスを手配しϭϵϵϲ年ϯ月ϭϯ日に単独

で日本を発ちました。バックパッカーのスタートで

した。 

 翌朝のϭϰ日、台北乗り継ぎで現地時間の午前ϳ時

にフランクフルト国際空港に到着し、その日の夕方

にパリに到着し翌日からの建築めぐりのスタートで

す。例に漏れずϭϱ日はパリの凱旋門とエッフェル塔

を見に行きました。翌日はサヴォア邸に行き建物を

試行錯誤で進化していく・・・ 
夕暮れのビーチパークも楽し・・・ 

到着2日目、凱旋門  
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ひとしきり見学し持参したスケッチブックを広げ颯

爽とスケッチに取り掛かる、が････これまで中学を

卒業してからちゃんとしたスケッチをしてないこと

もあり惨憺たる有様であり今回スケッチの企画はお

蔵入りかとも考えましたがせっかくなので頑張って

みようと気持ちを切り替えました。翌日はポンピ

ドーセンタ―他、こちらもいまいちシックリ来

ず…… 

 そして翌々日のϭϴ日

はアラブ世界研究所を

訪れ反対側の歩道に陣

取りスケッチをしまし

た。前 日 ま で の ふ

わーっとした曖昧な鉛

筆の線がなんとなく少

しそれなりに走るようになったかのような感じでス

ケッチが完成。 

 かと思ったとたん、ϭϵ日にアクシデント発生!! 

なんと、詐欺にあってしまい持っていたトラベラー

ズチェックのϮͬϯ程だまし取られました。（こちら

については何かの機会があれば紹介したいと思いま

す。）その時の悔しさの日記があります。そうで

す。これまで無計画で来ていた旅でしたが、所持金

の都合で残りの計画を立てねばならなくなりまし

た。 

 スペイン、イタリア、再度フランスと移動しス

ケッチもしました。ϰ枚ほど載せさせていただきま

す。それぞれのスケッチには思い出があります。特

よかもん  ŵǇ�ƚƌĞĂƐƵƌĞ� 
 

会員の宝物（道具、図面、本、絵画など）を紹介します（大分地域会）                               ƉϬϮ 

に最後のロンシャンの教会はこの旅で唯一、日を変

えてϮ回訪れた場所です。最初に訪れたときは雨降

りでスケッチが出来ず、人もいなかったので教会の

中に入れないのかと思いサラッと外部を見学し戻り

ました。後日、中も見学できることを知りもう一度

行きたいと思い中も見られ感動したことを覚えてい

ます。あれからϮϱ年。 

 今年ϱϬ歳になりましたが、あの時の気持ちを思い

返す良い機会になりました。 

初めて計画を立てたメモ 「くやしい」メモ 

カサ・バトリョ

（スケッチ） 

サンタ・マリア・イ

ン・コスメティン聖

堂（スケッチ） 

パッツィ家礼拝堂

（スケッチ） 

ロンシャン礼拝堂

（スケッチ） 

アラブ世界研究所（スケッチ） 

20



2021-12

 

 この度DesignReview2022実行委員長を務めさせていた

だく事になりました、九州大学芸術工学部環境設計学科

３年の中山亘と申します。現在は、2022年3月12 (土)- 

13日(日)に九州大学大橋キャンパスで開催される大会本

選に向けて、実行委員一同準備を進めております。JIA会

員の皆様には、ぜひ当日会場にお立ち寄りいただければ

幸いに存じます。 

 私がデザインレビューの存在を初めて知ったのは高校

卒業後の春休みです。無事大学進学が決まり、これから

４年間学ぶ事になる“建築“とは一体何者なのか、その

実体を少しでも捉えるために、ぐりんぐりん(2019年大

会)を訪れました。当時はプレゼンボードを見ても何も理

解できず、ステージで繰り広げられている議論には全く

ついていくことができませんでしたが、一堂に並べられ

た数多の模型や、審査員に真っ向からぶつかり合う大学

生の熱意溢れる姿を見るだけで、建築とはこんなに楽し

いものなのかと実感し、終始興奮していたことをよく覚

えています。あの日デザインレビューで直に体感した建

築学生の熱気が、その後始まる私の大学生活の原動力と

なったことは間違いありません。 

 ところがこの２年間、新型コロナウイルスの影響によ

り、我々学生はリアルでの実体験の機会を悉く失ってき

ました。２大会連続の苦渋のオンライン開催を経て、今

年度のデザインレビューは３年ぶりの対面開催を予定し

ています。かつての私自身がそうだったように、精魂込

められた作品の数々を、審査員との熱い議論を、直接肌

で感じることで、この大会が新たな時代を突き進む全国

の建築学生たちの原動力となることを願っています。 

 また、今年度から、我々デザインレビュー実行委員は

JIAの学生会員として入会・登録を行うこととなりまし

た。今年は現時点で６大学70名の学生が実行委員として

参加しております。建築学生団体として見ても九州随一

の規模であるこの繋がりを、大会運営だけに留める事な

く、大学の垣根を越えてお互いに切磋琢磨して高め合っ
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九州大学 中山 亘（ �ZϮϬϮϮ実行委員長 ） 

ていけるよう新しい試みを積極的に行っています。現在

すでに行っている活動としては毎月の建築巡り、実行委

員内コンペの開催などです。今後新型コロナウイルスが

収まれば、県外への建築巡りや他建築団体との交流など

も行っていきたいと考えています。 

 さらに、JIA関東支部、近畿支部の学生会員との交流活

動も同時に企画・準備を始めております。定期的なzoom

交流会に加えて、来年も継続的に交流を行っていくこと

を想定に、各支部が持ち回りで運営する対面交流会など

の実施も計画中です。 

 これまでの大学３年間で私は関東・関西地方などで開

催されるワークショップやコンペなどに積極的に参加し

てきました。九州圏外の学生と交流を深めるなかで毎度

痛感するのは、九州と関東・関西とでは建築学生の建築

に対する熱意や盛り上がりにまだまだ大きな差が存在し

ているということです。私たち九州の学生が関東・関西

の建築学生の輪に飛び込んで様々な刺激を受けること

で、九州の建築学生が全国の舞台へと飛躍していけるよ

う、その礎を築いていきたいと思っております。 

 今後とも、DesignReviewおよび我々学生会員へのご指

導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

デザインレビューϮϬϮϮ  ��� 
 

支部事業の�Zの情報をお届けします                                                                      ƉϬϭ 

第一回建築巡り時の実行委員集合写真  
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（福岡地域会）ジュニア会員 

 ６年前にブラジルから帰国し、現在は福岡と佐賀を中心に活動している大庭早子と申します。 

 私が感じたブラジル建築の魅力は、移民を多く受け入れてきた多民族国家として、純粋さを求める

のではなく、混血的・共生的な大らかさにあると思います。その建築空間の柔軟性は誰もが居心地が

よいと感じる普遍的な空間、特に人間だけでなく植物も動物も虫も共に存在できる半屋外空間の豊か

さによるものです。改めて考えると余白を持つ豊かな半屋外空間は、私が建築の「け」の字も知らな

かった頃に身の回りに当たり前にあった佐賀の民家の軒下や縁側、土間、小屋裏の空間であると同時

に、長谷川豪建築設計事務所でスタッフとして東京で働いていた際、長谷川さんと議論していた建築

の普遍性やタイポロジーにも通じるものでもあり、自分が学んできた三つの土地と建築が自分の中で

一本の線で結ばれ、その実践の場として九州を選び独立しました。しかし佐賀県出身というだけで、

九州の大学・九州の設計事務所出身でもない私が独立後の仕事のきっかけをつかめず苦戦していた

際、アドバイスやチャンスをいただけたのがJIAに所属

している福岡の先輩方だったので、自分に足りないもの

を身につけたいと思い、JIAへの入会を決めました。 

 また、最近は建築設計以外の活動も増え、2年前の佐

賀県武雄市での豪雨災害をきっかけに「災害ケースマ

ネージメント」に興味を持ち、建築的側面から暮らしの

再建に向けた支援活動を行なっています。JIAのような

全国に広がる団体で、建築家という職能を活かし社会に

対しどんな活動ができるのか、とても楽しみにしていま

す。よろしくお願い致します。 

わさもん  ŶĞǁ�:/�ŬǇƵƐǇƵ�ŵĞŵďĞƌƐ 

新入会員の紹介                                                       ƉϬϭ 

（福岡地域会） 

 この度JIAに入会しました葉村と申します。10年

ほど前から梓設計九州支社に所属しており、オ

フィス（官庁・民間）やスポーツ施設（公認プー

ル施設）、美術館（新築・リニューアル）、商業

施設の設計を担当してきました。前職のアトリエ

事務所では、民間施設から公共施設までの大小

様々な規模の設計に携わっておりましたが、より

公共性の高い施設を中心に携わって行きたいとい

う思いから組織事務所に所属しました。大学では彫刻を学んでいたのですが、ものを造る意味や責任

について考える日々でした。彫刻は主たる用途がないため必然的に考えざるを得なかったのですが、

それは建築の設計に携わるようになってからも変わらず考え続けております。しかし、日々の膨大な

業務に追われ、思考するよりも早くに結論に辿り着くことのできる道を探すばかりで、創造する上で

の思考する時間が少なくなって行きました。日々の忙しさに反し、何か物足りなさを感じ、刺激を受

けることができる環境を求めJIAへの入会することを決めました。今のところ、業務の忙しさやコロナ

渦の環境下で、なかなか機会を得ることが出来ていない状況ですが、今後、機会を見つけては皆様と

のコミュニケーションをとり、より建築設計に携わるものとしての役割の重要性を再認識するととも

に、より多くのものを学び、これからの社会ニーズの見越した設計を行い、都市の創造・発展及び公

益に寄与できるように努めたいと考えております。今後ともよろしくお願いいたします。 

門川町庁舎  

casa K _ 武雄の二段高床 
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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

JIA九州支部各地域会ɻ2021年ɻ9月～10月ɻ活動報告

協力会「JIA協力会オンラインセミナー」

毎週金曜日のお昼12：30から20分間、ZOOM配信でお送りする、

多ジャンルの建築系セミナーです。正会員はもとより、スタッフ

の皆さんの知識向上に大いに役立つ企画です。何より毎週同じ時

間に、同じチャンネルで行われるセミナーですので、自分に癖付

けして視聴するだけで、1年で50ものジャンルの知識が勝手に手

に入る都合のいい企画です。

9月は三協立山三協アルミ社(43名参加)・ITOKI(51名参加)・

TOTO(48名参加)・田島ルーフィング(39名参加)の配信を行いまし

た。

□日時（今後の配信予定）：お昼12：30分から20分間配信

10月22日（金） アサヒ製鏡（内外装ガラス）

10月29日（金） 鹿田産業（オーダーすだれ）

11月 5日（金） 三菱電機住環境システムズ（空調機器関連）

11月12日（金） アイカ工業（床材）

11月19日（金） 大阪ガスケミカル（木材を劣化から守る）

※11月からも続々各協力会会員が登場します。

会員の皆様とスタッフの経験向上のための企画になります。お昼

休みに簡単に視聴できますので是非ご参加ください。

ZOOMミーティングID: 777 702 7081 パスコード: jia

https://zoom.us/j/7777027081?pwd=Mnh3THV3RkFldjkydTdV

RWlBenBCUT09
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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

例会フライヤー

■日時：9月8日水曜日19時00分～20時30分

■場所：TOUCH JOB（Zoom配信）

 今期から福岡地域会に移籍した建築家・末光弘和氏を講師に迎

え自作を語ってもらった。会場は末光氏が設計を手がけた商業施

設内にあるコワーキングスペースの会議室で作品見学も兼ねてレ

クチャーしてもらった。末光氏は東京大学や横浜国立大学(Y-

GSA）等の非常勤講師を経て、2020年から九州大学大学院人間環

境学研究院の准教授に就任した。東京と福岡の二拠点で活動し、

プロフェッサーアーキテクトとして様々な取り組みを行ってい

る。特に九州大学で環境をテーマにしたデザイン×エンジニアリ

ングの教育・研究センター「BeCAT」を立ち上げ、建築家教員と

エンジニアリング系教員によるデザイン×エンジニアリング教育

を実践している（https://becat.kyushu-u.ac.jp）。その取り組み

内容は我々も講義を受けたいほどの刺激的かつ魅力的なもので社

会人枠も創設してほしいと氏に懇願した（今後、学生以外にも展

開を検討中とのこと）。このような教育を実践するに至った経緯

は、氏がこれまでの設計において実践してきた環境建築にある。

「淡路様の住宅」や「ミドリノオカテラス」等他多数で環境を

テーマとした建築を緻密なデータと多角的な視点で作品として残

し、数多くの賞を受賞してきた。しかし、一建築家として個々の

建築で成果を出したとしても、都市あるいは地球という規模にお

いて果たしてそれだけで良いのかという疑問から、これからの若

い世代に氏の考えや手法を伝えていき広めていく方が効果的であ

り、これからの社会においても求められるものと判断し、

「BeCAT」を創設するに至った。

末光氏の師である伊東豊雄氏は門下生に多くの優秀な建築家を輩

出している。末光氏もその一人だが、所員時代に海外プロジェク

ト（特にアジア圏）を多く経験したことやせんだいメディアテー

クの設備計画への疑問などが本当の意味での環境建築を目指す

きっかけとなったようだ。現在、環境やエネルギーといったテー

マを設計に取り入れることが義務化されつつある。目に見える

データのみを客観的に取り入れ設計をこなすことは容易い。末光

氏は設計において環境（エンジニアリング）はあくまでも3割くら

いで後はやはり建築家としての眼（デザイン）が大事であるとい

う。今回のレクチャーはZoom配信ではあるが過去一番の参加者数

となり、環境建築のトップランナーである末光氏の今後の動向が

注目されていることがわかった。（担当 智原聖治）

9月8日定例会風景

福岡地域会役員会（第4回）

■日時：2021年9月25日土曜日18：00-19：30

■場所：WEB形式(執行部のみ事務局集合）

■参加人数：11名

第3回役員会議事録確認

■審議事項

特になし

■協議事項

1.地域会忘年会について 2. オンラインセミナーについて 3 九

州設計４団体懇談会について 4 その他

■報告事項

1. 会⾧報告 2. 九州支部⾧報告 3. 事業室報告 4. 企画運

営室報告

JIA九州支部各地域会ɻ2021年9月～10月ɻ活動報告

福岡建築倶楽部

10月22日、第２８回ゴルフコンペ開催が決まった。正会員１名協

力会会員９名計１０名が参加予定。（担当 田島正陽）

9月例会 建築家/末光弘和「自作を語る」

講師：建築家 末光弘和(株式会社SUEP.）
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JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

■ＪＩＡ九州支部長崎地域会 2021年度 第２回例会 ■ＪＩＡ九州支部長崎地域会 2021年度 第３回例会

●日時　2021年7月19日(月)　16：00～17：30
●場所　WEB開催
●出席　12名
　
報告事項
①2021年度九州支部組織表について
②支部大会はコロナ過の中で開催するかどうか検討中
③会員種別及び会費について
④JIAまちづくり委員会
６月は「HOGET」と「HafH Nagasaki SAI」を推薦し承認済
　
協議事項
①インターンシップ事業について
②８月開催予定「まち並研修in対馬」について
③長崎地域会規則について

●日時　2021年9月27日(月)　16：00～17：30
●場所　WEB開催
●出席　10名
　
報告事項
①第４回支部役員会の報告
②JIAまちづくり委員会
毎月作品の推薦を行っている
６月は「HOGET」と「HafH Nagasaki SAI」を推薦し承認済
９月は「NAGASAKI SEASIDE HOTEL 月と海」を推薦し承認済
　
協議事項
①インターンシップ事業について
②支部長漫遊記について
③長崎地域会規則について（地域会規則担当 鼻﨑象三）

●2021 第22 回 長崎市都市景観賞 第１回表彰実行委員会WEB
  　　2021年8月27日（金）10：00から12：00担当田中健一郎

●2021 第22 回 長崎市都市景観賞 第１回選考委員会WEB
  　　2021年10月5日（金）10：30から11：30担当一丸康貴
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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

日時 2021年8月20日（金） 日時 2021年9月8日（水）　13：30～17：00

場所 メールによる 場所 ZOOM（J:COMホルトホール大分202会議室）

送信先 48名 参加者 20名

　JIA大分地域会　会員　19名 　講師　2名、受講生　10名、聴講　8名

　JIA大分地域会　協力会員　28社、+Aメンバー（代表に送信）

◆内容

1.報告・連絡事項 重田会長

・九州支部関連

　1)九州支部大会・九州建築塾について

　2)学生部会の立ち上げについて

　3)九州建築新人賞について

・大分地域会関連

　1)令和3年度木の匠育成事業

2.その他

日時 2021年8月20日（金）

場所 メールによる

送信先 48名 ◇ガイダンス　13：30～13：45 JIA大分　重田

　JIA大分地域会　会員　19名

　JIA大分地域会　協力会員　28社、+Aメンバー（代表に送信） ◇講座1　13：45～15：10 （CPD：1単位）

　木造建築の現況／非住宅木造建築への導入

◆内容 ﾐｳﾗｸﾜﾉﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ/日本文理大学教授　三浦逸朗

1.報告・連絡事項 重田会長

・九州支部関連 ◇講座2　15：20～17：00 （CPD：2単位）

　1)九州支部大会延期　正式決定について 　環境時代の木造建築～木の断熱性と調質性～

・大分地域会関連 近畿大学　教授　岩前篤

　1)令和3年度木の匠育成事業

　2)大分地域会規則改定について（事前告知）

2.その他

新型コロナ対策でZOOM開催となりましたが、講師のお二人のお

話が非常に興味深く、受講生の皆様は大変熱心に聴講されていま

した。

■2021年度9月（第5回）例会（メール）

JIA九州支部各地域会　令和３年8月～令和３年10月　活動報告

■2021年度8月（第4回）例会（メール） ■令和3年度　木の匠育成事業　基礎講座第1回

　大分県では、豊富で充実した森林資源を積極的に活用し、林

業・木材産業の活性化と健全な森林の維持増進を図ることを目的

に、地域の木材を使用しての住宅や店舗など幅広い木造建築を推

進する建築士等（「大分県木造マイスター」）の育成に継続的に

取組まれています。

　本講習会は、大分県内の建築士等に対し、林業における素材生

産から製材加工及び流通までの専門知識や改正建築基準法の施行

に伴う建築物の設計・施工技術、木造・木質に関する最新情報等

を習得してもらい、地域材を活用した建築物を推進する建築士等

（大分県木造マイスター）を育成することを目的としています。

なお、中大規模木造・非住宅建築に加え、住宅等4号建築物につい

ても逐次触れていく予定です。

　また、今年度は3か年計画の最終年となるため、既に大分県木造

マイスター講座を受講・修了している方に対し、最新情報の学習

等のスキルアップ講座としても位置付けています。
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魚谷繁礼公開セミナー、課題の発表（敷地プレゼン）

■日時：令和3年10月3日日曜日13：00-17：00

■場所：Webによる公開

■参加：塩釜、後藤、戸村、杉野（以上運営）

■主な内容

・魚谷繁礼（JIA新人賞受賞者）氏による公開セミナー

・参加チームの紹介

・課題の発表

・対象敷地の発表

　韓国チーム：北九州市小倉北区 旦過市場

　日本チーム：釜山広域市牛岩洞地区ソマク村

旦過市場（日本の対象敷地）の現地調査

■日時：令和3年10月8日金曜日17：00-18：00

■場所：旦過市場

■参加：塩釜、後藤、杉野

■主な内容

・旦過市場の図面確認及び写真撮影（韓国側への資料用）

日韓学生合同ワークショップ事業

JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

(10月～11月)

活動スケジュール 日韓学生合同ワークショップ事業【第 1 弾】

〇10月

　 3日：日韓WS事業　課題の発表（敷地プレゼン）

            魚谷繁礼公開セミナー

　 4日：九州沖縄設計4団体懇談会

　 8日：日韓WS事業　旦過市場現地調査

　13日：北福岡地域会第5回役員会

　16日：九州支部第4回役員会

　　　※集合・Web併用形式（参加者:松島、塩釜、金子、杉野）

　18日：福岡県気候風土適応住宅の運用基準検討会議

　22日：日韓WS事業　中間講評会事前会議

　23日：令和3年度児童絵画展受賞式

　24日：日韓WS事業　中間講評会

〇11月

　18日：日韓WS事業　最終講評会事前会議

　19日：日韓WS事業　魚谷氏北九州建築案内、前夜祭

　20日：日韓WS事業　最終講評会

　25日：行政（北九州市建築課)との設計委託内容に関する懇談会

　　　　　参加者：三迫、永澤、杉野

　30日：北福岡地域会第6回役員会

地域会長あいさつ

地域会長：杉野友紀

　本年度のＪＩＡ日韓合同学生ワークショップの最終講評会を11

月20日（土）にWebと集合の併用形式で開催し、3月間に亘った

本事業が無事に終えた事を報告させて頂きます。

計画当初はコロナ渦でもあったため、昨年同様の完全Webでのリ

モート形式を予定していましたが、社会的状況の改善による検討

の結果、限定的ですが運営会場に学生に来て貰い講評を行う事が

出来ました。

また、講評者である魚谷繁礼氏（2020年度JIA新人賞受賞者）と松

山支部長にも会場に来て頂き、久しぶりのリアルな対面講評は、

とても感動的で有意義な時間を過ごす事が出来ました。

ご協力頂きましたすべての皆様に、感謝致します。

本年度はリモートでの国際交流を目的として、日本の大学は韓国

の敷地（牛岩洞地区ソマク村）に対して、韓国の大学は小倉の旦

過市場に対して、それぞれ提案を行いましたが、全体として韓国

チームの提案が質・量ともに勝っていた印象を受けました。

来年度も引続き、地域会の事業として取り組んでいきたいと思っ

ていますので、今後ともご指導・ご協力の程よろしくお願い致し

ます。
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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

(10月～11月)

北福岡地域会（R3年度)第5回役員会

日韓学生合同ワークショップ事業【第 2 弾】

中間講評会

■日時：令和3年10月24日日曜日10：00-17：00

■場所：Web会議、黒崎コワーキングスペース、後藤事務所

■参加：塩釜、後藤、金子、三迫、福田、杉野（以上運営）

■主な内容

〇課題：「保存でも開発でもない継承のあり方」

〇参加大学：九州工業大学、九州産業大学、北九州市立大学、近

畿大学福岡、日本文理大学、九州女子大学、慶星大學、東西大

学、東亜大学、釜慶大学、釜山大学

〇指導者：魚谷繁礼（JIA新人賞受賞者）

〇内容：課題に対する素案の発表。各大学が中間時までの提案

を、パワーポイント等を使って発表。事業の主な目的をワーク

ショップと捉えているため、魚谷先生からの指導時間が長く取れ

るような運営を構成した。昨年同様にZoom用いたWebでのリモー

ト開催であったが、昨年の経験よりスムーズな進行を行えた。講

評会後は日韓学生間のディスカッションタイムも設けた。

■日時：令和3年10月13日水曜日18：00-20：00

■場所：Web会議

■参加：塩釜、松島、三迫、杉野

■主な協議事項

・北福岡地域会規則の改定について⇒幹事及び監査の人数に

　関して協議

・日韓合同ＷＳの開催について⇒スケジュール、予算の確認

・「気候風土適応住宅」の福岡県版に関しての説明

・次年度地域会の体制についての協議⇒今後のスケジュール

　について

日韓学生合同ワークショップ事業

中間講評会事前会議

■日時：令和3年10月22日金曜日17：00-18：00

■場所：Web会議

■参加：塩釜、後藤、杉野（以上JIA）　アン氏（通訳）

■主な内容

・中間講評会に向けての事前会議

日韓学生合同ワークショップ事業

最終講評会事前会議

■日時：令和3年11月18日木曜日17：00-18：00

■場所：Web会議

■参加：塩釜、後藤、戸村、杉野（以上JIA）　アン氏（通訳）

■主な内容

・最終講評会に向けての事前会議
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最終講評会（講評及び授賞式）

■日時：令和3年11月20日土曜日9：45-17：30

■場所：Web会議、黒崎コワーキングスペース、後藤事務所

■参加：塩釜、後藤、金子、三迫、高濱、永澤、安東、戸村、

　　　　中條、杉野（以上運営）

■主な内容

〇課題：「保存でも開発でもない継承のあり方」

〇最終結果

　・最優秀賞：九州工業大学A

　・優秀賞（魚谷繁礼賞）：釜山大学Ｂ

　・優秀賞（JIA九州支部賞）：釜山大学Ｃ

　・優秀賞（JIA北福岡地域会賞）：北九州市立大学

　・優秀賞（魚谷繁礼特別賞）：釜慶大学

　・日韓WS賞（日本）：九州工業大学A

　・日韓WS賞（韓国）：釜慶大学Ｂ

〇参加大学：九州工業大学、九州産業大学、北九州市立大学、近

畿大学福岡、日本文理大学、九州女子大学、慶星大學、東西大

学、東亜大学、釜慶大学、釜山大学

〇講評者：魚谷繁礼（JIA新人賞受賞者）、

　　　　　松山将勝（JIA九州支部長）

〇概要：課題に沿った提案の最終講評会。提案への講評が主な目

的のため、魚谷先生に加え、松山支部長を講評者に加える。昨年

同様に事前プレゼン動画による講評を主としたが、日本大学5チー

ムは会場へ模型を持込み、直接の講評及び指導を受けた。韓国

チームと日本の2大学はWebでのリモート方式。

■日時：令和3年11月30日火曜日18：00-19：00

■場所：Web会議

■参加：永澤、戸村、松島、三迫、金子、杉野

■主な協議事項

・北福岡地域会規則の改定について⇒最終的な提示内容を確認

・日韓合同ＷＳ事業について⇒完了の報告（報告資料等の作成）

・総会の日時について⇒4月28日（木）で確定

・次年度地域会の体制についての協議⇒今後のスケジュール

　について

・九州沖縄設計4団体災害ネットワーク資料の説明

JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

(10月～11月)

日韓学生合同ワークショップ事業【第 2 弾】 北福岡地域会（R3年度)第6回役員会

前夜祭

■日時：令和3年11月19日金曜日11：30-24：00

■場所：北九州市内

■参加：塩釜、後藤、金子、三迫、福田、熊谷、戸村、永澤、

　　　　松島、藤本、中條、杉野

■主な内容

・北九州市内にある建築探索（魚谷氏への紹介）

　担当：杉野、塩釜、石塚

　国際会議場、西日本展示場、中央図書館、美術館（以上磯崎）

　九州工業大学記念講堂、九州工業大学事務棟（以上清家）

　戸畑図書館（青木茂）、九工大製図室（古森）、

　八幡市民会館（村野）

　旦過市場、若戸大橋、若戸渡船、高塔山展望台、上野ビル

・魚谷繁礼、松山将勝を囲んで語る建築の会

・学生提案動画を視聴しながら皆で語り合う会
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JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

(10月～11月)
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JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

(10月～11月)
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 両氏のレクチャーを終え、彼らがアニキとして慕う松山氏との

トークセッションでは、個人的な話題から今後の建築家としての

彼らについて、多岐に渡った。その中で30代の建築家として皆が

抱える「仕事のつくりかた」に言及したとき、松山氏からは「と

にかく若い内は何でもやれ」という力強い言葉が贈られた。それ

を聞いた両氏は背中を押されたかのようにどことなく安堵感とい

うか今まで悩んでいたものが吹っ切れたようなそんな印象を受け

た。                     「作品」をつくり続けることが建築家としての

存在意義であるが、仕事の質と自分のプライドが折り合わないこ

とがよくある。「巨匠」の時代は終わり、仕事をいかに依頼され

るかという「仕事のつくりかた」が問われる時代にきていると思

う。「作品」より先に「人間性」が求められ、それにより「作

品」が生まれるかどうかの境界があると思う。両氏は建築家とし

て素晴らしい才能と独特な人間味がある。福岡から世界へと今後

の彼らがどのような「作品」をつくっていくのかとても楽しみで

ある。（担当：智原聖治）

 今回のレクチャーは、今、福岡の若手建築家で常にその動向が

注目されている百枝優氏と佐々木慧氏に、自身の建築について過

去・現在・未来という視点で語ってもらった。例会は2部構成で、

1部は各氏によるレクチャー、2部は福岡のご意見番である松山将

勝氏と両氏のトークセッションで行われた。百枝優氏は九州大学

芸術工学部を卒業後、横浜国立大学大学院Y-GSAを修了し、隈研

吾建築都市設計事務所に入所。2014年に独立のため、福岡へ戻っ

て設計活動を開始。氏の代表作とも言える2016年「Agri Chapel」

ではゴシック教会を想起させる空間を独創的な木架構で表現し、

数多くの賞を受賞している。続く2018年には「Four Funeral

Houses」、2019年に「Sakura Passage Funeral Hall」、2021年

に「Farewell Platform」と同一のクライアントから3つの葬祭場

の設計を依頼されており、いつも何か面白いものを創ってほしい

というオーダーに、場所性と機能性を単純な図式と構造（木架

構）により、美しい空間へと昇華している。しかし、現在ではコ

ロナ禍で仕事も減り、作品をつくれるような質の仕事の依頼とそ

うでないものとの葛藤があるという。しかし、建築家がこれまで

誰も見向きもしなかったローコスト大型物販店舗を、建築として

可能性を見出し、概念や価値を変えるような作品つくりにチャレ

ンジしているという。自分のスタイルに「作家性」と特に「批評

性」が必要だという氏は、これから建築家として更なる飛躍が期

待される。

佐々木慧氏は百枝氏の大学の後輩にあたり、大学卒業後は東京藝

術大学大学院を修了し、藤本壮介建築設計事務所に入所。20201

年にaxonometric株式会社を福岡で設立。実作をつくるチャンス

が少ないものの、一つ一つの作品は実験的で建築の型に捉えられ

ない自由さがある。日本を飛び越え、海外コンペにチャレンジし

評価も高い。現在設計中のプロジェクトでは地域性を独自の視点

で切り取り、建築に落とし込む手法を説明。マクロからミクロま

でのスケールを行き来するそのスタイルは、そこに見落とされる

ものを拾い出し発見することでそれを一つのデザイン要素として

集め集積し、建築として表現している。感覚的なものと実直的な

もののバランスが氏の魅力だろう。

モデレーター：松山将勝（株式会社松山建築設計室）

■日時：10月27日水曜日18時30分～20時30分

■場所：FAIRBANKS（Zoom同時配信）

講師：建築家 百枝優(百枝優建築設計事務所）

   建築家 佐々木慧（axonometric株式会社）

JIA九州支部各地域会ɻ2021年10月～11月ɻ活動報告

10月例会 建築家/百枝優・佐々木慧「自作を語る」
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11月23日：学生実行委員と対面会議

（担当：池浦順一郎）

建築相談

毎週金曜日のお昼12：30から20分間、ZOOM配信でお送りする、

多ジャンルの建築系セミナーです。正会員はもとより、スタッフ

の皆さんの知識向上に大いに役立つ企画です。何より毎週同じ時

間に、同じチャンネルで行われるセミナーですので、自分に癖付

けして視聴するだけで、1年で50ものジャンルの知識が勝手に手

に入る都合のいい企画です。

11月はアイカ工業(35名参加)・大阪ガスケミカル(27名参加)・九

州木材工業(25名参加)の配信を行いました。

□日時：お昼12：30分から20分間配信

次回は 12月3日（金）三菱電機住環境システムズ「お部屋の空

気を24時間循環清浄 ヘルスエアーシリーズ ～新たな日常の構

築に向けた新技術～」を配信いたします。

会員の皆様とスタッフの経験向上のための企画になります。お昼

休みに簡単に視聴できますので是非ご参加ください。

ZOOMミーティングID: 777 702 7081  パスコード: jia

https://zoom.us/j/7777027081?pwd=Mnh3THV3RkFldjkydTdV

RWlBenBCUT09（担当：村上明生）

10月から11月は下記の相談対応を行いました。

○10月14日 福岡 トラブル 新築住宅で外壁タイルが見本やカ

タログと異なる製品が届いた。タイル交換を希望しているが海外

製タイルのため運送費半額を請求された。

○11月25日 福岡 建築相談室の相談定例会を開催。7名の相談

員出席。3件の事例報告を行った。また11月25日は相談員相互の

事例の検証、相談回答の統一化を目的とした建築相談定例会を事

務局にて行いました。

（11月相談会定例会参加者：酒見・井上・高司・武本・樋口・川

津・有吉 計7名） （担当：有吉兼次）

福岡建築倶楽部

建築倶楽部は１０月22日ゴルフコンペ開催、JIAは７名参加。

（担当：田島正陽）

デザインレビュー

10月11日：学生実行委員とオンライン会議

建築家資格CPD担当

10月12日より登録建築家新規登録募集

11月1日より登録建築家更新・再登録受付開始

（担当：市川清貴）

JIA九州支部各地域会ɻ2021年10月～11月ɻ活動報告

福岡地域会役員会（第5回） 協力会「JIA協力会オンラインセミナー」

■日時：2021年10月23日土曜日17：00-18：30

■場所：天神ビル11階3号会議室

■参加人数：10名

第4回役員会議事録確認

■審議事項

入退会について 資料に記載 事前にメールにて審議済

■協議事項

1.地域会忘年会について 2. 省エネ法 気候風土適応住宅につい

て  3. 地域会規約について 4 その他

■報告事項

1. 会⾧報告 2. 九州支部⾧報告 3. 事業室報告 4. 企画運

営室報告
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JIA九州支部各地域会　2021年度　活動報告

■支部長漫遊記

●日　　時：2021年11月12日（金）　18：00～夕食を囲んで開
催●場　　所：NAGASAKI　SEASIDE　HOTEL　月と海
　　　　　　〒851-0241 長崎県長崎市茂木町２１９０−７　
●参加人数：１6名
　対談者：一丸康貴、佐々木翔、木村洋介、荒木康佑、青木康浩
　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：円酒昂

予告
■〈長崎建築家セミナー2021 WEB公開〉
　　教授 安武敦子氏　講演会と忘年会
・日時：2021年12月17日（金）18：30～（Zoom）
・場所：HafH Nagasaki SAI 長崎市古川町５−２１
　　　 会場参加人数２５～３０名まで
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JIA九州⽀部各地域会 2021年度 活動報告

熊本地域会熊本地域会10⽉例会 熊本地域会熊本地域会11⽉例会、忘年会

JIA九州⽀部熊本地域会 2021年度 第6回 ⽉例会 結果
日時　　⽇時  2021年10⽉28⽇（⽊） 18：30〜21：00
場所　　熊本市民会館第場所  熊本市⺠会館第7会議室
出席者　出席者 14⼈
開会　開会 18.30 ：出席者確認、開会の辞

1.審議事項、協議事項
1-1：１２⽉ライティングパーティーについて，中⽌後の企画を考える
→12⽉末までの状況をみて継続判断する
1-2：来年の作品展の担当について→林田さん，吉永さんが担当する．
トークセッションの企画を策定する

1-3：熊本地域会規則について→12⽉まで継続審議
1-4：忘年会，お祝い事の開催について→古川さん荒木賞，柴田さん本
部理事，原田さん災害対策委員長＋部理事，原⽥さん災害対策委員⻑＋WG⻑→11/25 18.30

2.報告事項、確認事項
2-1：10⽉16⽇九州⽀部役員会についての報告 →堀田から報告（会員
減少傾向，支部長漫遊記）原田さんから災害減少傾向，⽀部⻑漫遊記）原⽥さんから災害WGについて報告
2-2：熊本地域会メンバーの⽅のLINE使⽤状況についての確認（今後
メーリングリストをメーリングリストをLINEに切り替えるかどうか）
 →利用率半数程度，もう少し利用率が上がってきてから導入する
2-3：同仁堂4F 12/3キャンセルと2022.12.2仮予約のお知らせ→堀田
から報告，異議なし

3.その他
・なにかあればそれぞれに発言をお願いいたします。・なにかあればそれぞれに発⾔をお願いいたします。→25年賞現地審
査対応について（松下さん）

4.第2回 CPD認定講座 19.30-21.00
　【 【Part 1】
・題名：原泉荘・備於斎・新作２題についての講話

　・講師：丹伊田　穣（ ・講師：丹伊⽥ 穣（JIA熊本地域会）
【【Part 2】
・題名：坂本村被災住宅調査報告についての講話

　・講師：松下隆太，柴田真秀，森下　修（ ・講師：松下隆太，柴⽥真秀，森下 修（JIA熊本地域会）
　　丹伊田様，松下様，柴田様，森下様　お疲れさまでした，勉強に

なりました．

JIA九州⽀部熊本地域会 2021年度 第7回 ⽉例会 結果
日時　　⽇時  2021年11⽉25⽇（⽊） 18：30〜21：00
場所　　紅蘭亭場所  紅蘭亭 下通店
出席者　出席者 11⼈

1.審議事項、協議事項
1-1：１２⽉の⾏事について
　　　12/4 役員会
1-2：熊本地域会CPDアーカイブス
→古川さんより　古川さんより CPD講座を若⼿等に配信できるようにPDF化し
いつでも閲覧できるようなアーカイブを作成する

講師予定者はコロナ禍が収束するまでは会員が持ち回りで担当す

る．

1-3：国⼟交通省へのJIA意⾒書について
→添付書類により古川さんから説明

2.報告事項、確認事項
2-1：次年度地域会役員改選について、事業担当変えについて
→来年度　会長、副会長交代の案について　特段異論なし．事業
担当については，作品展担当者のみ前回決定済み

その他は、どの担当を希望するか前もって検討していただく。

3.その他
古川さんのこの度の荒木賞，（昨年の防災協会理事長賞）受賞お

めでとうございます・

柴田さんの本部理事の大任おつかれさまでした。
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オープンレクチャー開催状況

建築展ポスター

建築展開催状況 フライヤー

JIA九州⽀部各地域会 2021年度 活動報告

■ JIA建築展 ■ JIA＿Kagoshimaオープン・レクチャー2021

●⽇時 2021年10⽉23⽇（⼟）〜24⽇（⽇）、
●場所 かごしま県⺠交流センター

□2021かごしま住まいと建築展と同時開催
□会員作品パネルの展⽰
□KIRA（韓国全羅北道建築⼠会）作品パネルの展⽰
□学⽣作品パネル・模型の展⽰

●⽇時 2021年11⽉12⽇（⾦） 18：30〜
●場所 マークメイザン（⿅児島市名⼭町9-15）
●出席 対⾯26名＋Zoom視聴

□JIA福岡地域会 鮎川透⽒によるレクチャーを開催。
 Web会議サービスZoomによる配信も併⽤。
 演題：「⽊質化・⾃作を語る」
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編集後記 

 数年に一度の寒波訪れ、新種株の不安と終息に向かっている期待感が漂う2021年12月末。いつもの年の瀬が少しずつ

戻ってきていることと思います。 

 今回もお忙しい中、執筆を快く受けていただいた皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。 

 2021年6月に福岡地域会 西岡弘さんが名誉会員になられました。称号授与本当におめでとうございます。現在のJIAを

憂い、未来のJIAへ思いを辛口に執筆いただきました。いつも道標を示していただけることに感謝し、今後もご意見番とし

てご指導よろしくお願いいたします。今回で3回目となる「支部長漫遊記」は11月12日長崎で開催されました。今回も感染

症対策のため、会場を貸し切り、参加人数を制限しております。発表者半分が構造家、支部長が斬る・斬られる？という

新たなスタイルでの開催となりました。支部長からの激励、批評そして同世代建築家との繋がりは建築人生の大切な財産

となっていくはずです。4時間半を親しみやすい文章と写真で鼻崎さんに執筆いただきました。「九州大学BeCATの取り組

み」を末廣さんに執筆いただきました。学生時代に環境というキーワードを通じて建築学の習得と社会実測を両方実体験

できる環境を大変羨ましく思いながら、現在大学で取り組まれている最先端の教育現場を教えていただきました。西村さ

んの「建築家派遣エコルサポート」ではJIA会員が市内の小学校の総合学習の時間帯に出向き、レクチャーや模型つくりの

サポートを行う活動を報告いただきました。みんなで協力し、ものを作り上げていく子どもたちの真剣な姿勢、純粋な思

いは将来、新しい未来を作り出していくはずです。栗山さんの「国際化・交流と建築家像の変遷 」では様々な歴史の時間

軸に沿ったJIAの変遷をわかりやすく紹介いただきました。改めて歴史の積み重ねの上で生かされていることに感謝し、国

際交流の大切さを考える機会をいただきました。10周年記念誌タイトル「交流は途への挑戦」は当時の先輩方の思いがつ

まったメッセージにも感じます。松竹さんの「青島ビーチパーク環境整備とまちづくり」では官民協働そして地元の建築

士有志の思いでつくりあげる地域の価値（観光力）は素晴らしく、青島BPを皮切りに今後も宮崎の魅力箇所が増えていく

ことと思います。坂本さんの「卒業旅行でのスケッチ」では当初無計画な旅がTC盗難危機から残りの所持金で名建築を巡

りその時のスケッチが掲載されています。25年経過したアナログな紙と鉛筆の線には当時の思い出が染み込んでいるはず

です。インターネットがない時代の旅行記やTC被害額も気になるところです。DR2022実行委員長を務める中山さんに「デ

ザインレビュー2022と学生会員の抱負」を執筆いただきました。DR2022が中山さんの体験と同じように次の世代の建築学

生の原動力となっていくはずです。ぜひ3月12日、13日は会場にご来場いただき熱き建築学生を応援していただければと思

います。「わさもん」では新入会員の葉村さん、大庭さんにご自身の作品紹介も兼ねて自己紹介を執筆していただきまし

た。対面で新入会員にお会いできない時期が続きましたが、来年は対面で活動できる機会が増えてくると思います。これ

からよろしくお願いいたします。来年も会員の皆様に九州支部の様々な情報を伝え、そして会員同士の繋がりを感じるこ

とができる誌面つくりに努めていきますので何卒よろしくお願い申し上げます。 

広報副委員長 有吉兼次 
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